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〇
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
壁
掛
け
づ
く
り

日
時

月

日
臥

時

分
～

10

20

13

30

対
象

小
学
生
（
先
着

人
）

20

持
ち
物

は
さ
み
、
の
り

締
切

月

日
我

10

17

〇
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

日
時

月

日
峨

時
～

10

30

15

〇
そ
ば
う
ち
体
験

日
時

月

日
臥

時
～

11

10

14

集
合
場
所

児
童
館

場
所

そ
ば
道
場
夢
創
庵
（
ピ
ン
ネ

荘
内
）

参
加
料

子
ど
も

円
100

大
人

円
600

（
材
料
費
を
含
む
）

締
切

月
７
日
我

11

※
親
子
参
加
の
み
得
き
っ
ず
カ
ー
ド

に

ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

50
申
込
・
問
合
せ

児
童
館

察

・
２
４
０
２

76

○
第

回
子
育
て
ス
ク
ー
ル

12

日
時

月

日
牙

時

分
～

11

15

10

30

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

町
内
に
住
む
未
就
園
児
と
そ

の
親

期
間

月

日
我
～

月

日
蚊

10

10

10

28

〇
子
ど
も
生
け
花
展

期
間

月
２
日
画
～

月
４
日
蚊

11

11

問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

察

・
４
２
３
３

76

日
時

月

日
臥
９
時
～

10

27

場
所

ゆ
め
り
あ

内
容

合
唱
、
器
楽
演
奏
、
吹
奏
楽
、

ピ
ア
ノ
演
奏
、
マ
リ
ン
バ
演
奏
な

ど

問
合
せ

音
楽
協
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
内
）

察

・
４
２
３
３

76

○
展
示
部
門

期
間

月
２
日
画
～
４
日
蚊
の
９

11

時
～

時（
最
終
日
は

時
ま
で
）

18

16

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

内
容

陶
芸
、
絵
画
、
書
、
い
け
ば

な
、
写
真
、
短
歌
、
俳
句
、
工
芸
、

手
芸
、
押
し
花
な
ど

○
芸
能
部
門

日
時

月
４
日
蚊

時
～

11

10

場
所

ゆ
め
り
あ

内
容

舞
踊
、詩
吟
、民
謡
、
民
舞
、
太

鼓
、
郷
土
芸
能
な
ど

問
合
せ

文
化
協
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
内
）

察

・
４
２
３
３

76

内
容

国
学
院
短
大
生
に
よ
る
音
楽

あ
そ
び

参
加
料

無
料

締
切

月
９
日
画

11

◎
年
間
予
定
表
と
日
程
が
変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
。

※
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
に

ポ
イ
ン
ト

30

が
付
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

察

・
２
０
８
８

72

☆
お
知
ら
せ
☆

第

回
子
育
て
ス
ク
ー
ル
「
軽
ス

11

ポ
ー
ツ
」
は

月

日
臥
の
予
定
で

10

27

し
た
が
、

月

日
臥
に
変
わ
り
ま

11

10

し
た
。

○
制
作
あ
そ
び

日
時

月
１
日
牙

時

分
～

11

10

30

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
料

無
料

締
切

月

日
画

10

26

申
込
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

察

・
２
０
８
８

72

改
善
セ
ン
タ
ー
で
展
示
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

○
水
彩
・
油
彩
画
展

ツール・ド・北海道2012 町内を疾走（９／17）

保健福祉課 緯72-2000 建 設 課 緯76-2139

住 民 課 緯76-2130 議会事務局 緯76-3191

総 務 課 緯76-2131 会 計 課 緯76-3192

産業振興課 緯76-2134 教育委員会 緯76-4233

農業委員会 緯76-2135

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

催し

ぴ
よ
ぴ
よ
き
っ
ず

催し

児
童
館

催し

明るく さわやかに あいさつをしましょう

町
民
文
化
祭

催し

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

催し

町
民
音
楽
祭

催し
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高
齢
者
サ
ー
ク
ル
、
ゆ
め
り
あ
部

会
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

月
３
日
臥

時
～

11

10

場
所

ゆ
め
り
あ

内
容

大
正
琴
、
民
謡
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
コ
ー
ラ
ス
、
舞

踊
、
茶
道

そ
の
他

書
道
、
短
歌
、
陶
芸
の
各

部
会
は
、
町
民
文
化
祭
に
出
展
し

ま
す
。

問
合
せ

保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
察

・
２
０
０
０

72

市
立
旭
川
病
院
の
糖
尿
病
の
専
門

家
に
よ
る
糖
尿
病
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て
、

ま
た
、
最
新
の
治
療
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時

月
９
日
画

時

分
～

11

18

30

20

時

分
30

場
所

ゆ
め
り
あ

講
演
内
容
・
講
師

○
怖
い
ぞ
！
糖
尿
病

糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
診
療
部
長

宮
本
義
博
さ
ん

○
糖
尿
病
食
事
療
法
の
は
て
な

管

理
栄
養
士

小
川
美
弥
子
さ

ん

○
糖
尿
病
の
運
動
～
正
し
い
運
動
し

て
い
ま
す
か
？

理
学
療
法
士

品
川
知
己
さ

ん

○
上
手
に
付
き
合
う
糖
尿
病
～
渡
る

世
間
は
鬼
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
！

糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師

増
田

千
恵
さ

ん

参
加
料

無
料

申
込
期
限

月
７
日
我

11

申
込
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
保
健

福
祉
グ
ル
ー
プ
察

・
２
０
０
０

72

男
声
合
唱
団
ス
ノ
ー
グ
リ
ー
、
少

年
少
女
合
唱
団
と
の
共
演
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

日
時

月

日
臥

時
～

11

17

14

場
所

ゆ
め
り
あ

入
場
料

無
料

問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

察

・
４
２
３
３

76

日
時

月

日
臥

時
～

時

10

20

11

15

場
所

花
月
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
旧
花
月
小
）

内
容

そ
ば
、
豚
汁
、
お
で
ん
、
手

芸
品
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
太

鼓
演
奏
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

問
合
せ

生
活
介
護
事
業
所
ひ
か
り

察

・
４
１
０
０

72

日
時

月

日
蚊
９
時
～

時

10

21

15

（
受
付
は
９
時

分
ま
で
）

30

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
料

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
）

問
合
せ

囲
碁
同
好
会
事
務
局

村
山

察

・
２
６
１
２

74

中
学
校
の
英
語
指
導
助
手
バ
ー
シ

ュ
さ
ん
の
英
会
話
教
室
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
一
日
体
験
も
可
能
で

す
。

コ
ー
ス

○
中
級
コ
ー
ス

毎
週
火
曜
日

時

分
～

時

18

30

20

ア
ザ
レ
ア
コ
ー
ラ
ス

定
期
演
奏
会

催し

ゆ
め
り
あ
部
会
発
表
会

催し

ゴミの不法投棄や野焼きは、絶対にやめましょう

糖
尿
病
講
演
会

催し

花
月
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
祭

催し

○
初
級
コ
ー
ス

毎
週
水
曜
日

時

分
～

時

18

30

20

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料

無
料

対
象

高
校
生
以
上
の
町
民

申
込
・
問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会

教
育
グ
ル
ー
プ
察

・
４
２
３
３

76

月
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
の
日

11
程
が
決
定
し
ま
し
た
。

日
時

月
８
日
牙
、

日
牙
、

11

15

22

日
牙
、

日
牙
の
９
時

分
～

29

30

11

時

分
30

場
所

ゆ
め
り
あ

対
象

歳
以
上
の
町
民

60

募
集
人
数

５
人

そ
の
他

６
月
の
教
室
と
は
違
う
物

を
作
成
し
ま
す
の
で
、
６
月
に
参

加
し
た
方
も
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
子
ど

も
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

察

・
２
０
０
０

72

秋
季
囲
碁
大
会

催し

バ
ー
シ
ュ
先
生
の

英
会
話
教
室

募集

シ
ニ
ア
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

募集体
力
増
進
室
閉
室
日

▼

月

日
蚊
、

日
蚊

10

21

28

月
３
日
臥

11
問
合
せ

保
健
福
祉
課

察

・
２
０
０
０

72

謂

井

遺

亥

違違違違違違違

違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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○
今
月
は
町
道
民
税
第
３
期
、
国
民

健
康
保
険
税
第
４
期
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
第
４
期
の
納
期
で
す

納
期
限
は

月

日
我
で
す
の
で
、

10

31

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
は
、
エ

ゾ
シ
カ
の
駆
除
を
進
め
る
た
め
、
わ

な
猟
免
許
取
得
費
用
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

助
成
内
容

受
験
料
５
２
０
０
円
、

予
備
講
習
受
講
料
５
０
０
０
円
、

診
断
書
発
行
の
実
費

※
合
格
後
に
支
給
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
狩
猟
免
許
申
請
書

○
精
神
障
が
い
が
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
医
師
の
診
断
書

○
顔
写
真

○

円
切
手

１
枚

80

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
冬

に
向
け
て
、
運
動
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

対
象

歳
以
上
で
、
要
介
護
認
定

70

を
受
け
て
い
な
い
町
民

期
間

月
～
３
月

11

時
間
・
場
所

○

時

分
～

時

分

10

30

11

30

○
火
曜
日

花
月
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
旧
花
月
小
学
校
）

○
水
・
木
曜
日

ゆ
め
り
あ

費
用

１
回

円
100

そ
の
他

希
望
者
は
送
迎
し
ま
す

（
先
着
順
）。曜
日
に
よ
っ
て
送
迎
の

方
面
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
保
健

福
祉
グ
ル
ー
プ
察

・
２
０
０
０

72

○
町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
固
定
資
産
税
第
３
期
、
国
民
健
康

保
険
税
第
３
期
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
第
３
期
の
納
期
限
は

月
１

10

日
俄
で
し
た
。
納
め
忘
れ
の
方
は
早

急
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

楽
絡
運
動
教
室

ら
く
ら
く

募集

今
月
の
納
税

手続
制度

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
町
内
に
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

平
成

年
中
に
家
屋
（
住
宅
、
車

24

庫
、
納
屋
な
ど
）
に
次
の
よ
う
な
異

動
が
あ
る
場
合
は
必
ず
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場
合

○
取
り
壊
し
た
場
合

○
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合

※
法
務
局
で
建
物
表
示
、
所
有
権
保

存
、
建
物
滅
失
ま
た
は
所
有
権
移
転

な
ど
の
登
記
を
し
て
い
る
場
合
は
、

法
務
局
か
ら
町
に
通
知
が
あ
り
ま
す

の
で
、
届
出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

日
時

月

日
我

時
～

11

21

14

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

対
象

法
人
、
個
人
事
業
者

※
対
象
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
他

○
狩
猟
試
験
予
備
講
習
申
込
書

○
北
海
道
収
入
証
紙
５
２
０
０
円
分

○
現
金
５
０
０
０
円

◎
狩
猟
試
験
予
備
講
習

日
時

月
２
日
蚊
９
時
～

12

場
所

岩
見
沢
市
民
会
館

受
講
料

第
１
種
、
第
２
種

７
５
０
０
円

網
、
わ
な

５
０
０
０
円

第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
同
時
に

網
、
わ
な
を
受
講
１
０
０
０
０
円

◎
狩
猟
試
験

日
時

月
９
日
蚊
９
時
～

12

場
所

空
知
総
合
振
興
局

受
験
資
格

○

歳
以
上
の
方

20
○
精
神
障
が
い
ま
た
は
発
作
に
よ
る

意
識
障
が
い
を
も
た
ら
す
病
気
な

ど
に
か
か
っ
て
い
な
い
方

○
鳥
獣
保
護
法
（
狩
猟
法
）
に
違
反

し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
さ
れ

て
い
な
い
方

○
狩
猟
免
許
の
取
消
し
を
受
け
て
い

な
い
方

試
験
項
目

適
性
試
験
、
知
識
試
験
、

技
能
試
験

申
込
締
切

月

日
牙

11

22

※
予
備
講
習
、
試
験
共
通

申
込
・
問
合
せ

鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
（
産
業
振
興
課
内
）

察

・
２
１
３
４

76

納税には便利な口座振替をご利用ください

年
末
調
整
説
明
会

手続
制度

狩
猟
免
許
試
験

手続
制度

家
屋
の
異
動
申
告

手続
制度
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○
年
末
調
整
関
係
諸
用
紙
を
事
前
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
説
明
会
当
日

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
書
類
に
不
足
が
あ
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

滝
川
税
務
署

察

・
２
１
９
１

22

周
囲
が
暗
く
目
立
た
な
い
場
所
に

あ
る
車
庫
や
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
、
タ

イ
ヤ
や
燃
料
な
ど
の
窃
盗
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

盗
難
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
ま
ず

自
己
防
衛
が
大
切
で
す
。

①
車
庫
や
納
屋
の
扉
は
施
錠
し
ま
し

ょ
う
。

②
燃
料
タ
ン
ク
の
給
油
口
、
送
油
口

は
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

③
防
犯
ラ
イ
ト
、
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

不
審
者
を
見
か
け
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

防
犯
グ
ッ
ズ
は
、
い
ろ
い

ろ
種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

住
民
課
住
民
活
動
グ
ル
ー

プ

察

・
２
１
３
０

76

キノコ採りや登山で入林するときは、火の取り扱いに注意しましょう

期
間

月

日
俄
～

日
我

10

15

31

全
国
統
一
標
語

消
す
ま
で
は

出

な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

そ
の
他

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
設
置
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

消
防
新
十
津
川
支
署

察

・
２
６
１
９

76

北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
が
、
弁

護
士
の
い
な
い
市
町
村
を
対
象
に
無

料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時

月

日
我

時
～

時

10

24

13

16

場
所

役
場
２
階
小
会
議
室

相
談
員

丸
山
健
弁
護
士

そ
の
他

要
予
約

予
約
・
問
合
せ

総
務
課
総
務
グ
ル

ー
プ

察

・
２
１
３
１

76

窃
盗
の
防
止

暮らし

秋
の
火
災
予
防
運
動

暮らし

無
料
法
律
相
談

暮らし

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

有料広告

ドアや窓の不正な開閉、に反
応する「防犯ブサー」

動くものに反応し、ライトが
点灯する「防犯ライト」
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●
内
科

休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

察

・
１
１
６
１

22

●
外
科

夜
間
急
病
テ
レ
ホ
ン
セ
ン

タ
ー

察

・
２
２
９
９

22

●
歯
科

月
10

日
蚊

は
ら
お
か
歯
科

（
滝
川
）

21
日
蚊

パ
ン
ダ
歯
科
（
新
十
津
川
）

28
月
11３

日
臥

杉
村
歯
科

（
滝
川
）

４
日
蚊

渋
谷
歯
科

（
滝
川
）

日
蚊

コ
ス
モ
デ
ン
タ
ル
（
滝
川
）

11※
診
療
時
間
は
９
時
～

時
12

開
催
日

９
月
４
日
峨

場
所

新
十
津
川
神
社
境
内

初
心
者
の
部

①
五
十
嵐
雅
人（
小

３
）②
加
藤
緒
美（
小
３
）③
小
野

獅
童（
小
１
）

中
級
者
の
部

①
清
野
創
二
郎（
小

４
）②
志
賀
太
一（
小
４
）③
斉
藤

裕
也（
小
５
）

上
級
者
の
部

①
坂
本
三
咲（
中
２
）

②
南
大
祐（
小
３
）③
中
鉢
天
助

（
小
５
）

○
サ
ン
ウ
ッ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

月
３
日
松

11

○
ピ
ン
ネ
ス
タ
ジ
ア
ム
、
ふ
る
さ
と

公
園
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

サ
ッ
カ
ー
場

月

日
我

11

14

※
天
候
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

察

・
３
３
９
０

76

○
開
拓
記
念
館
、
か
ぜ
の
び月

日
我

10

31

問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

緯

・
４
２
３
３

76

交通ルールを守り、ゆとりと譲り合いの心で安全運転に努めましょう

休
日
診
療
当
番

健康
有料広告

神
社
祭
典
奉
納
剣
道
大
会

成績

公
共
施
設
最
終
営
業
日

施設

■
町
へ

▽
乗
松
政
勝
さ

ん

（
総
進
）
故
・
乗
松

昌
夫
さ

ん

の
生
前
の
お
礼
と
し
て
30

万
円

▽
向
田
幸
正
さ

ん（
札
幌
市
）
ふ
る
さ
と

へ
の
貢
献
の
た
め

ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン

台
10

▽
岡
嘉
代
子
さ
ん（
花
月
）故
・
岡
登
さ
ん

の
生
前
の
お
礼
と
し
て

万
円

50

ご
厚
情
感
謝

申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生お

め
で
と
う

ご
め
い
ふ
く
を

祈
り
ま
す



９
月

日
、
私
た
ち
新
十
津
川

18

農
業
高
校
の
２
年
生

名
は
、
岩

32

見
沢
農
業
高
校
に
連
携
学
習
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
専

門
学
校
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
の
一
貫
で
、
今
年
か
ら
３

年
間
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
内
容
は
本
校
で
栽
培
し

た
ト
マ
ト
の
加
工
と
食
品
衛
生
管

理
、
食
品
製
造
基
礎
で
す
。
ト
マ

ト
の
加
工
で
は
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や

ジ
ュ
ー
ス
の
元
と
な
る
ト
マ
ト

ピ
ュ
ー
レ
の
製
造
を
行
い
ま
し
た
。

回
転
２
重
釜
と
い
う
機
械
に
ト
マ

ト
を
入
れ
て
濃
縮
し
、
次
に
パ
ル

パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
機

械
で
ト
マ
ト
の
皮
と
種
子
を
取
り

除
き
ま
し
た
。
本
校
に
は
な
い
機

械
だ
っ
た
の
で
あ
っ
と
い
う
間
に

作
業
が
で
き
て
す
ご
い

な
ー
、
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
次
は
鍋
に
入
れ
て
煮

込
み
ま
す
。
そ
の
間
に

ゆ
っ
く
り
混
ぜ
な
が
ら
、

あ
く
を
取
り
除
き
ま
す
。

汗
が
出
る
ほ
ど
暑
か
っ
た

で
す
。
屈
折
糖
度
計
で
糖

度
を
測
り
糖
度
が

度
に

14

な
っ
て
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
が
完
成

し
ま
し
た
。
食
品
衛
生
管
理
と
食

品
製
造
基
礎
の
講
習
は
教
室
で
行

い
ま
し
た
。
実
習
服
の
着
方
や
製

造
者
の
心
得
、
食
品
製
造
や
微
生

物
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

岩
見
沢
農
業
高
校
は
本
校
に
比

べ
て
大
き
く
施
設
や
機
械
も
充
実

し
て
い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
本
校
で
も
岩
見
沢
農
業
高
校

を
見
習
い
、
ど
ん
ど
ん
と
充
実
し

た
設
備
が
備
わ
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
私
た

ち
の
加
工
技
術
の
向
上
も
で
き
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

今
回
作
っ
た
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ

は
食
品
製
造
の
時
間
に
ケ
チ
ャ
ッ

プ
に
加
工
す
る
そ
う
で
す
。

月
下
旬
の
連
携
学
習
で
は
ダ

11
イ
ズ
の
加
工
で
味
噌
を
作
る
予
定

で
す
。
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
！

（
２
年

太
田

茉
優
）

専
門
学
校
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新十津川農業高校通信№55
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動
脈
硬
化
と
は
、
血
管
の
壁
が

厚
く
な
っ
て
血
液
の
通
り
道
が
狭

く
な
っ
た
り
、
血
管
の
壁
が
傷
つ

い
て
も
ろ
く
な
っ
た
り
し
た
状
態

の
こ
と
で
す
。

動
脈
硬
化
の
大
き
な
原
因
の
一

つ
は
、
血
液
中
の
余
分
な
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
で
す
。

な
ぜ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
余
る

の
？

《
加
齢
》

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
本
来
、
体

の
細
胞
を
作
る
材
料
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
細
胞
が

生
ま
れ
変
わ
る
速
度
が
落
ち
る
と
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
余
り
が
ち
に

な
り
ま
す
。

《
閉
経
》

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
ホ
ル
モ
ン

の
材
料
で
も
あ
り
ま
す
。
女
性
は
、

閉
経
後
に
卵
巣
か
ら
の
ホ
ル
モ
ン

分
泌
が
急
激
に
減
少
す
る
た
め
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
く
な
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

《
食
事
》

体
内
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
３

分
の
１
は
、
卵
・
肉
・
魚
な
ど
動

物
由
来
の
食
品
か
ら
と
っ
て
い
ま

す
。
残
り
の
３
分
の
２
は
自
分
の

肝
臓
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
材

料
は
米
・
果
物
・
砂
糖
・
酒
・
油

な
ど
の
食
品
で
す
。
こ
れ
ら
の
食

品
を
摂
り
す
ぎ
る
と
、
血
液
中
に

余
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
ぜ
動
脈
硬
化
に
な
る
の
？

血
液
中
に
余
っ
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
、
血
管
の
壁
に
入
り
込

む
性
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
ゴ
ミ
と
判
断

さ
れ
、
白
血
球
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
食
べ
た
白
血

球
は
血
管
の
壁
の
中
で
死
ん
で
し

ま
い
、
そ
の
残
骸
が
泡
の
よ
う
に

膨
ら
み
、
血
管
の
壁
を
押
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
膨
ら
み
を
「
プ
ラ
ー

ク
」
と
い
い
、
動
脈
硬
化
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

プ
ラ
ー
ク
は
薄
い
膜
で
で
き
て

い
る
た
め
破
れ
や
す
く
、
破
れ
た

プ
ラ
ー
ク
が
血
流
に
よ
り
心
臓
や

脳
に
運
ば
れ
る
と
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
が
わ
か
る
の
は
健
診
だ

け
動
脈
硬
化
に
は
自
覚
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ー
ク
が
血
管
を

詰
ま
ら
せ
た
と
き
に
初
め
て
症
状

が
現
れ
、
治
療
が
必
要
に
な
っ
た

り
、
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

血
液
検
査
を
含
む
基
本
健
診
で

は
、
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
で
は
、
基

本
健
診
で
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
方
に

対
し
、
頚
動
脈
エ
コ
ー
検
査
や
脈

波
図
検
査
な
ど
の
２
次
健
診
も

行
っ
て
い
ま
す
。
血
管
の
変
化
に

早
く
気
付
く
に
は
、
年
に
１
回
の

健
診
が
大
切
で
す
。

動
脈
硬
化
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血液の通り道が狭くなった状態

プラークが
詰まった部分

血液の通る部分


